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啓発活動前後のコスト意識とペーパータオル使用の実際
はじめに
　近年医療をとりまく経済環境は厳しく経営状況が
悪化するなか、病院全体でコスト削減に取り組んで
いく必要がある。
　実際に看護師が病棟で物品や資源を使用する際、
コスト削減に対する意識を持ちながら使用している
のか疑問に感じ、現状の把握及び病棟看護師がコス
ト削減の意識を持ち、働くことによりどのくらいの
コスト削減につながるのか知りたいと考えた。
　材料選定に際し、事前に病棟看護師に、日常の業
務の中で無駄遣いしてしまっていると考えられるも
のを調査した。その結果、患者に直接使用する衛生
材料に対しては「無駄使い」を意識していることが
うかがえた。しかし、患者に直接使用しないものに
対しては無駄使いを意識していないという結果が得
られた。保谷すま子の研究によると「患者第一、必
要な物は仕方ない」Dという意見もあり、節約可能
な材料を検討したところ、看護の質とコスト削減双
方のバランスが大切であるため、患者には直接影響
しないペーパータオルが適切と考え選定した。
　コストに関する先行研究の中で、コスト削減に対
する啓発活動前では全体的にコスト意識は低いが、
アプローチ後には意識は高くなる傾向にあることが
明らかになっている1）3）5）。しかし現実にはコス
ト削減へ反映されていないという研究結果もある5）。
そこで、実際のペーパータオル使用状況や看護師の
コスト意識に着目し、啓発活動により看護師のコス
ト意識がどのように変化するか、また数値としてコ
スト削減がどの程度はかれているか知りたいと思い、
本研究を行うこととした。
1研究の目的
　1．A病院の看護師のコスト意識を明らかにする。
2．啓発活動前後のコスト意識と行動の変化を、
　A病院混合病棟のペーパータオル使用の実際か
　ら明らかにする。
皿研究方法
　1．調査方法
　　調査1）質問紙を使用しコスト意識の調査を行
　　　　　　う。先行研究を参考にした教育・興味・
　　　　　行動の3分野より構成した質問用紙を
　　　　　作成し、「当てはまる」～「当てはまら
　　　　　ない」の4段階で評価する。
key　word　ペーパータオル　コスト：意識　手洗い
　　　8階　○川瀬麻里子　保坂咲恵　稲橋由貴
調査2）混合病棟において、日勤帯の手洗い時
　　　　のペーパータオル使用枚数をカウント
　　　　　し、1日あたりのコストを計算する。
調査3）病棟スタッフ個別に、手洗いを施行し
　　　　てもらい、ペーパータオルを1回あた
　　　　　り何枚使用するかを調査する。
調査4）病棟スタッフ個別に、手洗い後、ペーパー
　　　　タオルを1～5枚使用し、それぞれで
　　　　完全に水分を拭き取れたと感じるペー
　　　　パータオルの使用枚数を調査する。さ
　　　　　らに質問紙法を用いて、「満足した」～
　　　　「満足しない」の4段階で評価する。
調査5）1回の手洗いに使用するペーパータオ
　　　　ルの適正数を決定し、適正数・価格を
　　　　公表する。そして啓発活動を行い、啓
　　　　発活動後の意識の変化・ペーパータオ
　　　　ルの使用状況の変化を比較する。
2．対象
調査1）A病院各病棟（21病棟）の看護師421
　　　　名
調査2～5）A病院混合階病棟看護師・看護助
　　　　手29名
3．用語の定義
コスト意識：医療材料のコスト削減に対する看
　　　　　　護師の意識
ペーパータオル：A病院で使用されているカ
　　　　　　　　トレックスTM（220mm×
　　　　　　　　230mm）／1パック200枚入
　　　　　　　　り
手洗い：流水と石鹸による衛生学的手洗い
4．調査期間
平成21年12月から平成22年1月
5．データー分析方法
基本統計量と統計的検定
皿倫理的配慮
　質問紙は無記名とし、対象者には紙面上で研究の
主旨や調査協力は個人の自由意志であること、調査
に協力しなくても不利益を被らないこと、同意を得
たあとにもいつでも断ることが出来ることを明記し
た。また、本研究は大学倫理審査委員会の審査を受
けて承認された。
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IV結果
調査1）コスト意識調査（図1）にて、質問紙回収率
は、84．5％有効回答率は96．0％であった。経験年数
は4～6年目が29．8％と一番多く、次に2～3年
目が25D％であった。教育の平均は2．52、興味の
平均は2．79、行動の平均は2．64であり“ややあて
はまる”から“あまり当てはまらない”の間にある事
が分かった。
調査2）日勤帯の手洗い後のペーパータオルの使用
平均枚数は1日あたり148枚、平均コストは81．3
円であった。（表1）
調査3）2枚が49％でほぼ半数を占めており、3枚
＝38％、4枚＝10％、1枚目3％という結果となり、
使用平均枚数は1回あたり2．5枚だった。（図2）こ
れより普段使用する手洗い後のペーパータオルの平
均枚数は手洗い1回あたり2．5枚であった。
調査4）完全に水分を拭き取れたと感じるペーパー
タオルの使用枚数は2．8枚であった。（図3）
調査5）A病院内で採用しているペーパータオル製
作会社に確認すると、2枚での水分の拭き取りが可
能という回答であった。また、先行研究によると
ペーパータオル使用枚数は2枚以上で除菌効果があ
り、1枚では除菌効果は認められなかったという結
果がでている。さらに今回の調査4で手洗い後に完
全に水分を拭き取れたと感じる使用平均枚数の調査
を行った結果は2．8枚であり、以上のことから2枚
以上で水分の拭き取りが可能と判断し適正使用枚数
を2枚とした。
　手洗い場に適正数2枚、1枚の価格0．55円・1束
110円という価格を公表し、さらに啓発活動として、
包括払い方式と出来高払い方式の医療制度、病院の
医療材料の現状、医療安全を重点においたコスト削
減について勉強会を実施した。
　啓発活動後に再度コスト意識に関する調査を実施
した結果、教育の平均は2．56から2．84、興味の平
均は2．96から2．98、行動の平均は2．66から2．76
へ変化した。（図4）
　t検定により、教育に関しては有意差が認められ
た（P〈0．05）が、興味・行動に関しては有意差は
認められなかった（P＞0．05）
　また日勤帯のペーパータオルの使用枚数は2．59枚
から2．21枚、平均コストは1．42円から1．21円と
減少した。（図5）
V考察
　コスト意識の調査より、看護師のコスト意識は低
いという結果が得られた。3分野で大きな差は認め
なかったが、教育がより低値となっている。その背
景として、病院のコストについて考える機会や教育
の場が少ないことが考えられる。病院の経営状況の
理解や、自分たちの行為がお金に変わっていくこと
の仕組みを把握する場をもっと作る事が必要である
と感じ、実際に資材課や製薬会社の協力のもとに、
コスト意識をテーマとした勉強会を行った。啓発活
動前後のコスト意識調査を比較すると、教育の向上
が目立ち、有意差を認める結果となった。
　このことから勉強会施行により、医療制度や医療
材料使用の現状を知り、教育の意識向上への動機づ
けとなったと考えられる。興味・行動に関する意識
では有意差は認めなかったが、実際のペーパータオ
ル使用量とコストは、啓発活動前後で共に減少した。
教育という啓発活動を行うことで実際には行動へと
つながっていることが明らかとなった。従って教育
の場を増やし定期的に行うことが、興味や行動の向
上にもつながると考えられる。また、牧田らによる
先行研究の中でも「今後はコスト意識を高める内容
の勉強、診療報酬の勉強会が必要と思われる。その
ためには看護職だけでは限界がある。」3）と述べて
られており、コスト削減のためには、病院全体で議
論し明確に基準や努力目標を考え、多職種と協動し
て組織的に取り組むことが必要である。
V［結論
1）現状として看護師のコスト意識は低い。
2）啓発活動後、教育の意識が向上したが、興味・
　行動に有意差はない。
3）啓発活動後、ペーパータオルの使用枚数は　減
　少した。
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コスト意識調査
現代はエコロジーをテーマにさまざまな活動が行われています。そこで私達は看護i師のコスト意識に関す
る看護研究を行う事になりました。つきましては、皆様にアンケートのご協力をお願yfいします。
1看護師経験年数、所属について教えて下さい。（該当するものに○をつけて下さい）
1）経験年数　：①1年目　　②2～3年目　　③4～6年目　　④7～9年目　　⑤10年目以上
2）所属の病棟　：①外科　　　②内科　　　③混合　　　④その他
3）教育・研修経験：今まで医療に関するコストについての研修や教育を受けた事がある
　　　　　　　　　　①ある　　②ない
II次の質問に当てはまる数字を記入して下さい。
＜当てはまる・・4　やや当てはまる・・3　あまり当てはまらない・・2　当てはまらない・・1＞
1、薬品の支出について研修や教育を受けたいと思う。（　）
2、医療材料の支出について研修や教育を受けたいと思う。（　）
3、消耗品（文具・コピー用紙など）の支出について研修や教育を受けたいと思う。（　）
4、光熱水薬の支出の支出について研修や教育を受けたいと思う。（　）
5、通信運搬費（電信電話量、郵便料など）の支出について研修や教育を受けたいと思う　（　　）
6、後輩看護師に、医療に関するコストについて指導したいと思う。（　）
7、節約について関心がある。（　）
8、病院の収入と支出について関心がある。（　）
9、薬品費の支出について関心がある。（　）
10、医療材料の支出について関心がある。（　）
11、消耗品（文具・コピー用紙など）の支出について関心がある。（　）
12、光熱水弾の支出の支出について関心がある。（　）
13、通信運搬費（電信電話量、郵便料など）の支出について関心がある。（　）
14、私生活の中で節約・節減を行っている。（　）
15、業務の中で節約・節減を考えている。（　）
16、業務の中で節約を行っている。（　）
17、組織の中で自分一人が節約しても意味がないと思う。（　）
18、業務の中で薬品を使用しすぎないように意識している。（　）
19、業務の中で医療材料を使用しすぎないように意識している。（　）
20、業務の中で消耗品（文具・コピー用紙など）を使用しすぎないように意識している。（　）
21、業務の中で光熱水費を使用しすぎないように意識している。（　）
22、業務の中で通信運搬費（電信電話量、郵便料など）を使用しすぎないように意識している。（　）
お忙しいなかアンケートにご協力頂きありがとうございました。
第30回東京医科大学病院看護研究集録
一　68　一
， 2．642．52
教育　　　　興味　　　　行動
図1　コスト意識調査
380／o
　　　30／oloo／，
　　　　t 490／o
読
□1枚
圃2枚
〔］3枚
■4枚
図2　普段使用する手洗い後の
　　　ペーパータオルの平均枚数
満
足
度
4．0
3．0
2．0
1．0
3．8　　　　　　3．8 3．6
、h
卜」r．．｝　　　　　高　　　1　　　甲
圏『
k　，づ
1．3
・2
1枚 2枚 3枚 4枚 5枚
図3　完全に水分を拭き取れたと感じるペーパータオルの使用枚数
点
数
4
3
2
1
教室 興味
□啓発活動前
■啓発活動後
行動
図4　啓発活動前後のコスト意識の変化
一　69　一
第30回東京医科大学病院看護研究集録
　3
枚
数2
　1
a）ペーパータオルの枚数
　　2
　1．8
　1．6
　1．4
　1．2値
段　1
　0．8
　0．6
　0．4
　0．2
　　0
b）ペーパータオルのコスト
繋・
2．21 □啓発活動前
■啓発活動後
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表1　ペーパータオルの使用平均枚数と平均コスト
月　日 手洗い回数 タオルの枚数 日勤帯のコスト 1回手洗いごとの@　　枚数
1回手洗いごとの
@　コスト
12月2日 57 134 73．7円 2．35 129円
12月3日 59 155 8525円 2．63 144円
12月4日 55 147 80．85円 2．67 1．47円
12月5日 65 172 94．6円 2．65 1．46円
12月7日 53 152 83．6円 2．87 1．58円
12月8日 53 127 69．85円 2．40 1．32円
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